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石川県立大学での新入生による「ひゃくまん穀」の田植えについて 
 
石川県立大学の平成３０年度新入生が、今年度初めて、県が育成した米の新品種「ひゃくま

ん穀」を用いた田植え実習を下記の日程で行います。本行事は、大学の設立趣旨を踏まえ、学

生が農業の生産現場に直に接する授業の一環として行うものであり、学生に対する地域農業へ

の理解促進を図るとともに、県オリジナル新品種である「ひゃくまん穀」に親しみをもっても

らうための機会とするものです。 

 

 

記 
 
 
１ 日  時 ： 平成３０年５月１１日（金） １３：００～１５：００頃 
          ※雨天時は、平成３０年５月１８日（金）同時刻 

 
 
２ 場  所 ： 石川県立大学ひゃくまん穀ほ場 ３０a程度（別紙） 

        （野々市市末松１丁目308番地） 
 
 
３ 参 加 者 ： 石川県立大学新入生全員 １４０名、大学教職員 ２０名、 

県・全農いしかわ等関係機関  計約１７０名 
 
 
４ 内  容 ： 
（スケジュール） 
 
  １３：００～１３：３０頃  県やＪＡ職員等によるひゃくまん穀の育種背景や販売等

に関する講義（場所：講義室Ｋ２１９） 
 
  １３：５０頃～１５：００  田植え実習 

 
 
５ そ の 他 ： 米新品種「ひゃくまん穀」普及推進委員会の協力により実施するもの 

＜資料提供＞ 

米新品種「ひゃくまん穀」普及推進委員会

（事務局：生産流通課） 

担 当  野村、蔭田 

内 線  4673 

外 線  076-225-1621 



                  

 
 
 
（別紙）石川県立大学 キャンパスマップ 

ひゃくまん穀実習田 講義室Ｋ２１９ 

駐車場 


